
　
東
芝
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
２

―

年
度
の
中
期
計
画
「
第
５

次
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
。
事
業
経
営
と
環

境
経
営
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
展
開
し
、
製
品
と
技
術
の
普

及
に
よ
り
全
世
界
の
環
境
負
荷

低
減
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
事

業
の
成
長
を
実
現
。
環
境
に
関

す
る
世
界
的
な
潮
流
を
先
取
り

し
た
新
た
な
環
境
経
営
に
も
取

り
組
み
、
全
員
参
加
の
環
境
活

動
で
エ
コ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
を
め
ざ
す
。

事業経営と環境経営を一体化全員参加で環境問題に挑む
田
中
　
久
雄
氏
に
聞
く
代
表
執
行
役
社
長

従業員一人ひとりが同じ思いを共有Ｔ―ＣＯＭＰＡＳＳを導入※

　
―
地
球
環
境
の
現
状
と
企
業
の

役
割
と
は
何
で
す
か
。

　
「
地
球
規
模
で
温
暖
化
問
題
が

顕
在
化
。
新
興
国
で
は
経
済
発
展

に
と
も
な
う
廃
棄
物
の
増
大
、
大

気
・
水
質
汚
染
な
ど
が
深
刻
化

し
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
だ
。
問
題
の
解
決

に
は
東
芝
グ
ル
ー
プ
約

万
人
の

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
同
じ
思
い

を
共
有
し
連
帯
感
を
も
っ
た
全
員

参
加
の
活
動
に
し
て
い
く
こ
と

が
、
課
題
解
決
の
近
道
だ
と
考
え

て
い
る
」

　
―
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た

具
体
的
な
対
策
は
。

　
「
東
芝
グ
ル
ー
プ
で
は
、
１
９

９
３
年
度
に
第
１
次
環
境
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
、
環
境

対
策
を
確
実
に
進
め
て
き
た
。
２

０
１
２
年
度
に
は
第
５
次
と
な
る

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
四
つ
の

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

に

分
け
て
戦
略
的
に
環
境
問
題
に
対

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
一
つ

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｏ
ｆ

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ

は
開
発
す

る
全
て
の
製
品
で

環
境
性
能
ナ

ン
バ
ー
１

を
追
求
し
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
取
り
組
み
。

年
度
は
地

域
に
応
じ
た
製
品
開
発
を
進
め
、

環
境
性
能
ナ
ン
バ
ー
１
製
品

エ

ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ

の
売
上
高

は
６
６
８
８
億
円
を
達
成
し
た
。

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

は
低
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
技
術
に
よ

り
、
電
力
の
安
定
供
給
と
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
活
動
。
太

陽
光
や
水
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
強
化
、
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
高
効
率
発
電

な
ど
の
技
術
開
発
を
推
進
。
今
後

は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代

電
力
網

な
ど
の
構
築
を
さ
ら
に

進
め
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
て
い
く
。

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　

ｏ
ｆ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ

で

は
、
工
場
か
ら
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
や
廃
棄
物
な
ど
コ
ス
ト
と

環
境
負
荷
を
同
時
に
削
減
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
１
の
低
環
境

負
荷
を
追
求
し
て
い
く
。

年
度

の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
２
７
６
万

だ
っ
た
が
、
省
エ
ネ
診
断
を
実
施

す
る
こ
と
で
無
駄
な
電
力
は
徹
底

的
に
削
減
し
て
い
く
。
最
後
に
、

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

で
は
環
境
活
動
を
担

う
人
材
育
成
や
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
強
化
な
ど
の
活
動
基
盤
向
上
に

努
め
て
い
る
。
環
境
経
営
へ
の
参

画
意
識
を
従
業
員
一
人
ひ
と
り
に

ま
で
高
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
環

境
活
動
を
世
界
中
で
展
開
す
る

つ
な
が
る

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
今
年
は
本
社
ビ
ル
で
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
を
実
施
し
た
が
、
来
年
は

東
芝
グ
ル
ー
プ
約

万
人
全
員
の

一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
と
も
実

現
し
た
い
」

　
―
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト

Ｔ
―

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

を
ど
う
生
か

し
ま
す
か
。
　

　
「
こ
れ
は
資
源
消
費
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
、
化
学
物
質
、
水
資

源
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
て
重

要
度
・
緊
急
度
の
高
い
環
境
課
題

を
包
括
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
環
境
羅
針

盤
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
コ

ン
パ
ス
の
４
軸
に
整
理
・
体
系
化

し
、
環
境
課
題
解
決
に
む
け
た
東

芝
グ
ル
ー
プ
の
価
値
提
供
と
し
て

再
構
築
し
て
い
く
。
各
地
域
で
重

要
な
環
境
側
面
に
着
目
し
た
地
域

別
コ
ン
パ
ス
も
策
定
し
、
エ
ク
セ

レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ィ

ッ
ト
化
や
、
地
域
別
の
環
境
一
斉

ア
ク
シ
ョ
ン
を
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模

で
つ
な
げ
る
全
従
業
員
参
加
の
活

動
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
環
境

課
題
解
決
に
向
け
て
常
に
一
歩
進

ん
だ
取
り
組
み
を
続
け
、
エ
コ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
の
地
位
確
立
を
め
ざ
す
」

全製品で環境性能�１ＧｒｅｅｎｏｆＰｒｏｄｕｃｔ

省エネルギー対策を加速Ｇｒｅｅｎｏｆ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
全従業員で環境活動ＧｒｅｅｎＭａｎａｇｅｍｅｎｔ

潮流を先取りした環境経営新たな取り組み

エネルギーの低炭素化技術による貢献Ｇｒｅｅｎｂｙ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

東芝

東芝グループの環境“羅針盤”

３本の柱を中心にスマートコミュニティーを実現

エクセレントＥＣＰ創出拡大のイメージ

　
東
芝
は
世
界
の
潮
流
を
取

り
込
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
環

境
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

環
境
経
営
に
関
す
る
新
た
な

コ
ン
セ
プ
ト
「
Ｔ
―
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

テ
ィ
ー
コ
ン
パ

ス

」
を
導
入
し
た
。
方
位

磁
石
を
モ
チ
ー
フ
に
「
資

源
」
や
「
温
室
効
果
ガ
ス
」

な
ど
環
境
に
関
す
る
主
要
４

領
域
を
東
西
南
北
の
シ
ン

ボ
ル
で
表
現
。
各
領
域
に
お

け
る
環
境
貢
献
を
具
体
的
に

示
し
、
国
や
地
域
の
多
様
性

を
基
軸
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

環
境
経
営
を
め
ざ
す
。

　
テ
ィ
ー
コ
ン
パ
ス
は
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

Ｌ
Ｃ
Ａ

に
よ
る
環
境
指

標
を
独
自
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ

ー
ト
で
表
し
、
環
境
負
荷
削

減
効
果
を
視
覚
的
に
わ
か
り

や
す
く
表
現
し
た

も
の
さ

し

。
大
気
汚
染
や
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
、
各
地
域

固
有
の
影
響
を
適
切
に
評
価

す
る
た
め
、
地
域
別
の
環
境

指
標
も
採
用
す
る
。

　
例
え
ば

年
度
を
基
準
に

資
源
の
消
費
量
な
ど
主
要
４

領
域
の
環
境
指
標
を
、
年
度

別
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
コ
ン
パ

ス
を
策
定
。
可
視
化
に
よ
り

水
資
源
の
確
保
が
難
し
い
と

判
断
し
た
地
域
で
は
、
節
水

性
能
の
高
い
洗
濯
機
を
開
発

す
る
な
ど
環
境
課
題
を
考
慮

し
た
製
品
開
発
な
ど
に
役
立

て
る
。

　
環
境
問
題
を
巡
っ
て
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
排

出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
算

定
す
る
国
際
標
準
「
ス
コ
ー

プ
３
」
の
導
入
や
、
環
境
指

標
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
評

価
す
る
手
法
「
環
境
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
」
の
議
論
が
欧
州

で
進
む
。
東
芝
は
こ
う
し
た

世
界
の
動
き
を
先
取
り
す
る

取
り
組
み
と
し
て
テ
ィ
ー
コ

ン
パ
ス
を
独
自
に
確
立
。
環

境
経
営
を
深
化
さ
せ
、
エ
コ

・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー
を
め
ざ
す
。

　
東
芝
が
考
え
る
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代

社
会
イ
ン
フ
ラ

は
個
の

快
適
性
が
あ
る
持
続
可
能
な

街
だ
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
ス
ト
レ
ー
ジ
」
「
ヘ
ル
ス

ケ
ア
」
の
３
本
の
柱
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
実
現

を
め
ざ
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
高

効
率
で
安
定
的
な
基
盤
づ
く

り
に
取
り
組
む
。
東
芝
は
原

子
力
や
高
効
率
火
力
発
電
か

ら
太
陽
光
、
水
力
、
地
熱
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
で
低
炭
素
化
な
電
源
を
そ

ろ
え
る
。
電
力
の
安
定
供
給

を
支
え
る
送
配
電
技
術
・
製

品
も
豊
富
だ
。

　
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次

世
代
電
力
網

関
連
技
術
の

開
発
も
進
め
て
き
た
。
地

域
、
ビ
ル
、
工
場
、
家
そ
れ

ぞ
れ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手

に
使
い
、
快
適
な
生
活
を
提

供
す
る
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｅ

Ｍ
Ｓ

を
開
発
。
長
寿
命
な

二
次
電
池
「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
」
も

展
開
し
て
い
る
。

　
東
芝
は
経
済
産
業
省
に
よ

る
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
」

の
「
横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
全
体
統

括
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

複
数
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ビ
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

を
群
管
理
す
る
「
統
合
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
」
を
活
用
し
た
デ
マ
ン

ド
レ
ス
ポ
ン
ス
Ｄ
Ｒ
、需
要

応
答

の
実
証
を
今
冬
か
ら

開
始
。
今
夏
に
は
各
家
庭
の

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

と
Ｃ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

を
連
携
さ

せ
た
Ｄ
Ｒ
実
証
も
始
め
た
。

約
１
９
０
０
世
帯
が
参
加
す

る
Ｄ
Ｒ
は
国
内
最
大
だ
。
ま

た
家
庭
と
系
統
側
の
蓄
電
池

を
連
携
制
御
す
る
系
統
安
定

化
の
実
証
に
も
取
り
組
む
。

　
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

・
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
ス

ト
レ
ー
ジ
も
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
核
と
な
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
集
め
た

大
量
情
報
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
す
れ

ば
よ
り
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
が
可
能
と
な
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
限
ら
ず
社
会
イ

ン
フ
ラ
全
般
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

快
適
な
都
市
生
活
を
提
供
で

き
る
。
例
え
ば
渋
滞
解
消
に

よ
る
快
適
な
移
動
、
集
中
豪

雨
の
予
測
に
よ
る
防
災
対
策

だ
。
東
芝
は
ス
ト
レ
ー
ジ
に

か
か
わ
る
技
術
・
製
品
に
も

強
み
を
持
つ
。
サ
ー
バ
を
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で

き
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
に
代
表
さ

れ
る
競
争
力
の
あ
る
記
録
デ

バ
イ
ス
を
自
社
生
産
す
る
の

も
強
み
だ
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
は
、
増
え

続
け
る
医
療
費
の
抑
制
や
高

度
医
療
化
な
ど
の
課
題
に
対

応
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
。
東
芝
は
低
線

量
撮
影
技
術
と
低
消
費
電
力

化
を
両
立
さ
せ
た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

装
置
、
冷
却
用
液
体
ヘ
リ
ウ

ム
を
削
減
し
た
磁
気
共
鳴
断

層
撮
影
装
置

Ｍ
Ｒ
Ｉ

な

ど
最
先
端
機
器
を
そ
ろ
え

る
。
こ
う
い
っ
た
機
器
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
融
合
し
、
予
防
か
ら

治
療
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ま
で
含
め
た
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
。

　
東
芝
は
開
発
す
る
全
製
品

で
環
境
性
能
ナ
ン
バ
ー
１
を

追
求
。
製
品
の
製
造
か
ら
使

用
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
で
環
境
負
荷
低
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
製
品
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、

「
Ｅ
Ｃ
Ｐ
基
準

東
芝
環
境

品
質

」
の
確
認
を
実
施
す

る
。
Ｅ
Ｃ
Ｐ
基
準
に
は
地
球

温
暖
化
防
止
、
資
源
の
有
効

活
用
、
化
学
物
質
の
管
理
の

３
要
素
が
あ
り
、
製
品
が
基

準
に
適
合
し
な
い
限
り
原
則

と
し
て
出
荷
し
な
い
。
さ
ら

に
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
中
で
業
界
最

高
水
準
の
環
境
性
能
を
持
つ

製
品
を
「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ

Ｃ
Ｐ
」
と
し
て
認
定
す
る
制

度
を
導
入
。

年
度
は

製

品
を
エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ

認
定
し
た
。
売
上
高
は
６
６

８
８
億
円
で
、
全
売
上
高
の

約

％
を
占
め
た
。

　

年
度
は
洗
濯
乾
燥
機

「
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｗ
―

Ｚ
９
５
０
０
／
Ｚ
８
５
０

０

」
を
エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ

Ｃ
Ｐ
に
認
定
し
た
。
乾
燥
時

の
除
湿
と
加
熱
が
可
能
な
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
、
熱
の
移
動
量
を
最

適
制
御
す
る
パ
ル
ス
モ
ー
タ

ー
バ
ル
ブ
を
組
み
合
わ
せ
消

費
電
力
を
抑
制
。
従
来
製
品

と
比
べ
電
気
代
を
約
４
分
の

１
ま
で
節
約
で
き
る
。
衣
類

の
量
に
合
わ
せ
て
水
の
使
用

量
を
変
更
す
る
セ
ン
サ
ー
の

活
用
な
ど
で
、
節
水
効
果
も

高
め
た
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
は

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発

電
プ
ラ
ン
ト
を
認
定
。
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
の
排
熱
を
利
用
し

て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
駆
動

し
、
発
電
を
効
率
化
し
た
。

低
位
発
熱
量
ベ
ー
ス
で
プ
ラ

ン
ト
熱
効
率

％
を
実
現
し

て
い
る
。

　
医
療
分
野
で
は
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ｑ
ｕ
ｉ
ｌ
ｉ

ｏ
ｎ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
／
Ｖ
ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
　
Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

を
認
定
し
た
。
検
査
効
率
、

設
置
面
積
、
本
体
質
量
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
省
エ

ネ
・
省
資
源
化
を
実
現
し

た
。
本
製
品
は

年
度
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
部
門
に
お
い
て
優
秀

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
社
外

か
ら
も
高
評
価
を
受
け
て
い

る
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
製
品

な
ど
で
も
同
認
定
製
品
を
拡

大
し
、

年
度
に
エ
ク
セ
レ

ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
売
上
高
１
兆
８

０
０
０
億
円
を
め
ざ
す
。

　
国
内
外
の
生
産
工
程
で
投

入
資
源
を
最
小
限
に
抑
え
、

製
造
段
階
の
無
駄
を
排
除
。

大
気
や
水
域
へ
の
排
出
を
最

小
限
に
抑
制
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
低
環
境
負
荷
を
追
求
す

る
高
効
率
モ
ノ
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

　
例
え
ば
、
東
芝
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
那
須
事
業
所

で
は
「
省
エ
ネ
推
進
Ｐ
Ｊ
」

を
立
ち
上
げ
、
改
善
の
取
り

組
み
を
加
速
。
ハ
ン
ダ
槽
、

リ
フ
ロ
ー
炉
に
代
表
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
使
用
設
備
２

４
３
設
備
の
運
用
見
直
し
や

照
明
機
器
の
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

化

５
７
０

０
灯

を
は
じ
め
と
し
た
高

効
率
機
器
へ
の
更
新
、
さ
ら

に
仕
様
見
直
し
に
よ
る
機
器

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
、

積
極
的
な
省
エ
ネ
活
動
に
よ

り
年
間
約
７
１
５

の
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
を

削
減
で
き
る
見
込
み
だ
。

　
ま
た
、
工
場
の
省
エ
ネ
対

策
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ

ク
ノ
リ
サ
ー
チ
と
連
携
し
、

省
エ
ネ
診
断
を
展
開
。
第
三

者
機
関
を
活
用
し
、
内
部
診

断
で
は
気
が
付
か
な
い
生
産

設
備
や
運
転
状
況
の
無
駄
の

洗
い
出
し
に
も
乗
り
出
し

た
。
第
三
者
の
客
観
的
な
診

断
結
果
を
利
用
す
る
こ
と
で

内
部
で
は
見
え
な
い
具
体
的

な
改
善
策
を
発
掘
。

年
度

に
国
内
外
５
拠
点
で
省
エ
ネ

診
断
を
進
め
た
結
果
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
年
間
約
８
０
０

０

削
減
す
る
効
果
が
あ
っ

た
。
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア
に

も
拡
大
す
る
他
、
社
内
で
も

診
断
チ
ー
ム
を
育
成
。
グ
ロ

ー
バ
ル
に
環
境
負
荷
の
低
い

モ
ノ
づ
く
り
を
強
化
す
る
。

　
第
５
次
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
は
「
つ
な
が
る
」

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
取
り

組
む
。
６
月
５
日
の
世
界
環

境
デ
ー
を
「
東
芝
グ
ル
ー
プ

環
境
一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

日
と
し
、
東
芝
グ
ル
ー
プ
約

万
人
の
全
従
業
員
が
一
体

と
な
り
、
世
界
各
地
で
一
斉

に
環
境
活
動
を
実
施
す
る
。

　

年
６
月
５
日
は
省
エ
ネ

を
テ
ー
マ
に
一
斉
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

た
。

時
半
か
ら
１
時
間
、

事
業
所
や
従
業
員
の
家
庭
で

の
消
灯
を
推
進
。
活
動
に
は

国
内
外
か
ら
３
６
３
拠
点
が

参
加
し
、
８
５
０
０

時

の
電
力
を
削
減
し
た
。

年

度
以
降
も
新
た
な
テ
ー
マ
で

一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で

従
業
員
の
環
境
意
識
向
上
と

地
域
へ
の
環
境
貢
献
を
め
ざ

す
。

　
生
物
多
様
性
の
保
全
も
重

点
分
野
と
し
て
取
り
組
む
。

川
崎
市
幸
区
の
小
向
事
業
所

で
は
西
に
あ
る
慶
応
義
塾
大

学
と
夢
見

崎
公
園
、
北
の

多
摩
川
を
結
ぶ
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
。

敷
地
内
の
中
庭
に
あ
る
池
を

ト
ン
ボ
池
と
し
て
改
修
し
、

縄
文
ハ
ス
の
栽
培
を
始
め

た
。
具
体
的
に
は
従
来
の
池

を
三
段
階
の
深
さ
に
設
定
。

水
深
を
変
え
る
こ
と
で
多
様

な
生
息
空
間
を
演
出
し
、
水

深
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ス

ゾ
ー
ン
、
ヤ
ゴ
の
生
息
地
、

ト
ン
ボ
池
と
し
た
。

　
東
芝
は

年
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
「
生
物
多
様
性
へ

の
悪
影
響
を
最
小
化
し
、
改

善
に
向
け
た
転
換
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
」
を
目
標
に
掲

げ
る
。
こ
の
中
期
目
標
を
達

成
す
る
た
め
国
内
外

拠
点

で
生
物
多
様
性
調
査
な
ど
を

進
め
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備

も
め
ざ
し
て
い
く
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 １０月１日 火曜日 　　


